



















陥れる「好色者」とし の面や「をこ」な人物として 彼ばかりが取り上げられ、大概が批判的な評価にとどまってしまっ いた。しかし、それでは作者の宰相中将創造の意図は何も見え はこないのではないか。彼 本物語において好色者 して造型され、また、本物語の滑稽的側面を担 て るという見解 異存はない。しかしながら、宰相中将の人物像を綿密に追ってみると、
そのような解釈のみでは事足らない彼の奥深い魅力や彼にまつわる作者 創意が浮かび上がってくるように思われる。　
本稿では、宰相中将と女主人公との関係に着目しながら、彼の




















































































頁）と感じつつ、 「さりとて、かくのみ纏は たてられてのもいとあやしう、世づかぬ身の有様をあらはれぬべければ」 （同頁） 、 「なほ、人目見苦しからぬほどにを」 （同頁）と今後の逢瀬を約束するので った。　
女主人公は、このように自分に泣きついてくる彼を、秘密露見
以前と同じように「あはれ」と感じるのであった。つまり、秘密露見 以後で、女主人公の彼に対す 感情は根本的 は変化していないのであり、異装の秘密を暴かれてもなお、彼が恋情涙ながらに愁訴する姿を肯定的に見つめていたということである。　
しかしながら、 「隔てありて 見えじ」 （巻二
　
二八三頁）と思
















と感じられ 彼のこの好色さに、一人の女性として、もしくはその好色の対象として、直面させられた彼女は、 「好色」というものの頼りなさを思い知らされ 「いと心憂し」と感じるのであった。しかし、それは彼女が宰相中将に「あはれ」を感じるからこそであり、すなわち、女主人公が宰相中将に対し、 性 して意を寄せている らこ 彼の好色さが恨めし 感じるのではなかろうか。　
そして、そのうち女主人公は宰相中将の子を身ごもることとな




























たしきは、ただ世の人 なりのぼるに続きたちにし とほしさばかり」 （巻二
　
三〇五頁）と考え、素直に喜ぶことができなかっ
た。そのような自分の身の程を知るにつけても、輝か い昇進を遂げ 男装 女主人公に思いを馳せると 「 （私注
 右大将は）い
みじかりける容貌、才のほどかな、かかる身をもて埋 らさんことも、我になりて思ふに、難しかし」 （同頁）と 感じられるので、あれこれと思い惑って「紫 雲の衣のうれしさにあり 契りや思ひかへつる」 （巻二
　
三〇六頁）と詠みかける。そのよう
な彼を、女主人公は再び「をかしうあはれ」 （同頁）に思うのであった。どうやら劣等感がもたらす宰相中将 不安げ 言動は、女主人公に「あはれ」と感じさせるものであるら い。　
それならば、ここでの女主人公の「あはれ」という感情は、単








く感情であり、自身とまったく別のところに位置 いる人物対してはそのような感情を抱くこ もないのであ つまり、宰相中将は男装の女主人公に対し 同じ男というフィールドに立っ







































と指摘しているように、彼 のそうした有様は宰相中将を魅了していたようである。そのよう 彼女の自由な自己表現は男装時代があったからこそ可能なことであり、彼女のこの魅力 その時代に培われたものを基盤としている。　
そして、女主人公もまた、誰に対しても自由に感情を表現して




のか。それは、まさしく先に触れた関係性の推移があったからではないだろうか。女主人公は絶対に明かすこと できない異装という秘密を抱えていたものの、幼い頃から宰相中将と男同士として交際し、友人とし 気ままに様々なことを語らう が ていた時期があった。それゆえ、実は女であることを知られた後もなお、彼の前では自然体で居ることができたのである。二人のこの関係性は、幼少期から て親しん い 時期の延長線上にあるものであり、だからこそ、女主人公は慎ま が良いとされる当時の女性像というものから解放され、自由に自己を表現することができたのである。　
そうした彼女のあり方は、当時の観念からすれば、あまり好ま





















を思い起こさせるような発言をしたという点である。彼の「昔よりかかる御様にて思ひなくあら しかば」という言葉は、男装を否定的に捉えたものではあるものの、同時に彼女に男装時代を想起させる可能性を孕むものでもある。こう た発言をする宰相中将は、男装の過去を思い出させまいと必死になっていた彼とはいくぶん異なるのではなかろうか。このときの彼は 女主人公の男装時代が存在していたこと 前提に話をしてい のである。　
そのような宰相中将であったから そ、女主人公もこのときば














































を蔑ろにしていたことを後悔するのであった。あとの祭りになって散々に反省する宰相中将の滑稽な姿は、彼の烏滸者 しての側面を浮き彫りにするものだと言える。しかしながら、彼は女主人公がそうした生活 耐えられなかったのは、彼女が「限りなくのみもてかしづかれた し身」であったからこそだと考えている点には着目すべきであろう。こうした感慨を抱く宰相中将は、異装解除後の大将帰京の場面でも見受けられる。　
彼がそのような思考に至るのは、やはり自身が劣等感を抱くほ









































た彼女を愛し、彼女が女ながら男として栄華を極めたという事実を確かに受けとめてくれていたのは、彼しか居なかったのでる。女主人公が女でありながら男と て躍進する姿は、父左大臣からしてみれば、 「男君がこう ればいいのに」と「とりかへばや」の嘆き 増長させるものであり、彼女のきょうだ である男主人公は、そうした彼女の活躍ぶ を「世づかざりける身どもかな、我ぞ くてあるべきかし」 （巻三
　
三二三頁）と見つめ、
男である自分こそがこう な に 考え、異装解除後に
は、横取りするかのように自分のものにしていってしまう。　
女主人公は女である自分が男として築き上げた栄華を、紛れも
なく彼女自身のものであると誰か 認めてほしかったのではないだろうか。たとえ劣等感を抱く い かたちであっても、その願いを叶えて れていた は、結局宰相中将たった一人であである。もちろん、今になって後悔して行方を追い求めている宰相中将の心 女主人公は知ら いわけだが、前掲のような女主人公の境地は、女に戻ったという真相に気づかずにいる宰相中将の姿とまさに呼応していると言えるだろう。　
前述したように、女主人公は、帝の前では過去の秘密を知られ
























「できるならば、男姿に戻りたい」という思いが隠されているように感じられる。これらをふまえると、女主人公の幸福は男装時代にあったと考えられそうである。 「戻りたい」と感じられる装時 は、彼女にとってどのようなものであっ のだろうか。　
それは、自由な自己表現が許され、表舞台でライバルたちと切
磋琢磨しながら、さらなる高みを目指 、自力で自 の人生を切り拓いていくことができていた、自己実現の日々であった ではないだろうか。そうした生 方こそが、彼女 幸福であったのであろう。　
そのような彼女にとって、男装を解き、一般的な女のように、








がたさにあるとすれば、 「をこ」で「好色」 評されてき 宰相中将という人物をいかに解釈しうるのだろうか。そ した視座で彼の人物像を再考してみたい。　
本物語において、宰相中将の男装の に対する劣等感
は、彼の好色性を描く叙述とともにあった。好色な宰相中将は、四の君に懸想すれば夫である女主人公の素晴ら さへ 劣等感、一方、尚侍 きょうだいである女主人公へ れ 苛
まれるというように、好色なうえに「をこ」な姿を発揮しているのである。　
しかしながら、その姿は男装の女主人公にとって「あはれ」と
いう感情を生じさせるものでもあった。宰相中将は、彼女が「世づかぬ身」と嘆いていた男装 姿に劣等感を抱くことで の男として生きる不安を払拭させるばかりか、彼女に男装への自信をもたら た。さらに、彼女の異装が露呈した後も、彼女が実女であるこ を知りながら 見下し り異端視 りせず 、彼女の素晴らしい男姿に劣等感を抱き続けて た。　
女に対し劣等感を持つというのは、一見「をこ」であるが、裏を
返せば彼 を自身と同じ人間だと捉えて るということ る。女主人公の父である左大臣が出世のための道具、きょ だい ある男主人公が自己の身代わりとして彼女を見るなかで、彼女を自分と同じ世界に生きる一人の人間として見つ て劣等感に苛まれていた宰相中将は、決して「 こ」なだけの人物 は言えない。　
だが、彼は女主人公が子どもを産み、完全に女になるや否や






き、それを耐え難 感じ 女主人公が宰相中将のもとを去るという展開があることで、本物語の主題である、 の生きがたさ、すなわち、女性も男性 同じように生きること き はずであるのに、女性がそうした生き方を送ることを許さない当時の世の中、人々の心を知らず知らずに縛っている「慣習」が浮き彫りになっている。このように考えてみ ば、女主人公に逃げられる情けない宰相中将の姿も、本物語の主題を示すためには不可欠であったと考えられ　
また、女主人公に自身のもとを去られ、彼 の間に生まれた
若君をせめてもの慰めにしながら 彼 の出現 待ち続け 宰相





女中納言の秘密を知り物語の根幹に関わっていながらも、最終的には物語 トリックも何も把握できていない彼は、読者からしてみればをこ以外の何者で なく、またそのように描かれる宰相中将 結局女中納言を理解できる器としても造型されていないのである。
　
たしかに宰相中将は、女主人公の異装の秘密を暴き、子まで生







て男装時代が手放 難いものであると認識していた人物は 本物語において宰相中将し 存在しない。　
また、 「物語のトリックも何も把握できていない」彼は、最後ま
で彼女の面影を追い求め、女主人公と入れ替わり大将と 帰京した男主人公を、男装に戻った だと勘違いしてま いつく。その姿はまさに「 こ」であるが、ここで着目すべきは、宰相中将が、女主人公が宇治での生活を受け 男として再び出仕したいという願望を持ったに違いな と推し量ったと う点である。　
つまり、女主人公にとって最も理想的なあり方が、男としての
生きることにあったと宰相中将が理解して たということである。彼は女主人公にとって、いかなるも が幸福であるのか気づいていたのであった。だからこそ、彼は女主人公失踪後、宮中に現れた大将を、彼 が再び男装した姿だと思い接近するのである。　
異装の発端となる「とりかへばや」の嘆きが終息した後、父左
大臣や男主人公は 女の男装時代を、男主人公の 装とともに一家の消し去りた 過去として暗黙のうちに処理してしまった。
それに対し、宰相中将は、先述のように彼女が男装に戻って出仕したのだと思い違いをして男主人公につきまとう。これも言しまえば、彼だけが異装解除後もなお、彼女が男 して生きていた過去を確かに受けとめて るということになろ 。宰相中将が異装の終息 知らぬまま彼女の面影を追 限り 物語の中で彼女の輝かしい男装の過去は永遠にあり続けるのである。　
以上のように、女の生きがたさという主題を念頭に置き、宰相
中将が従来「をこ」として考えられてきた要因を改めて考究すると、それらは彼を「をこ」な好色者とし 形づくっているかのように見えなが 、実は彼が の物語の真の主題を展開させ、導き出すことを可能としていると言わねばならない。　
一見「をこ」でしかない宰相中将の言動を通じて、女主人公


















岡本美奈「栄華の物語を支える 烏滸者』─『とりかへばや物語』の宰相中将─」 （ 「表現と創造」 （五） 、平成一六年三月）
※
　『とりかへばや物語』の本文の引用は、 『新編日本古典文学全集』 （小学
館）の表記、頁数に拠る。
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